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安全上のご注意
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●	ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
●	ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、お使いになる人や
	 他の人々への危害や財産の損害を未然に防ぐためのものです。必ずお守りください。
●	注意事項は次のように区分しています。

誤った扱いをすると、死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示します。

誤った扱いをすると、人が傷害を負う可能性
や物的損害のみの発生が想定される内容を
示します。

絵表示の例

記号は、「しなければならないこと（強制）」
の内容をお知らせするものです。

（左図の場合は必ず守る）

（左図の場合は分解禁止）

記号は、「してはいけないこと」の内容
をお知らせするものです。

必ず守る

	ネット刃は、刃の厚さが薄いので
取り扱いには充分注意する。
事故やけがの�恐れがあります。

禁		止

	ネット刃が破損・変形したり、
内部構造が露出した状態で使わない。
事故やけがの恐れがあります。

禁		止

	フレームを外した状態で、
スイッチを入れない。
事故やけがの恐れがあります。

子供には使わせない。
乳幼児の手の届く所で使わない。
事故やけがの恐れがあります。

乳幼児の手の届く所に置かない。
掃除用ブラシなどの小さな部品は誤
飲による事故の恐れがあります。

乳幼児や子供、ペットには使わない。
事故やけがの恐れがあります。

本体や乾電池を火中に投入しない。
事故やけがの恐れがあります。
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禁		止

	次のような部分には使わない。
・ニキビ・ふき出物などのある部分。
・顔や肌のデリケートな部分。

肌を傷つける
原因になります。

家族や他人と共用しない。
感染症の恐れがあります。

業務用として使わない。また、不特定
多数の人が使う場所には置かない。
連続過負荷による故障の恐れがあり
ます。

落としたり、ぶつけたりしない。本体に
強い衝撃を与えない。
感電・発火・けがの
恐れがあります。

損傷したら使わない。
感電・発火・けがの恐れがあります。

制汗防臭剤・デオドラント剤などと
併用しない。
刃の腐食の原因になります。

充電式の乾電池は使わない。
製品本来の性能が満足できない場合
があります。

水場禁止

	 浴室や湿気の多い所で保管しない。
ショート・感電の恐れがあります。

水の中に置いたままにしない。
ショート・感電の
恐れがあります。

分解禁止

	改造はしない。修理技術者以外の人
は、分解・修理しない。
火災・感電・けがの恐れがあります。

必ず守る

	使う前に、必ず刃の変形や破損など
がないか確認する。
事故やけがの恐れがあります。

使用後は、必ずスイッチを切る。
事故やけがの恐れがあります。

●�乾電池は⊕⊖の向きを確かめ、正し
く入れる。

●�使い切った乾電池は、すぐに取り
出す。

●�長期間使わないときは、乾電池を
取り出しておく。

●�乾電池に表示してある注意内容を
守る。

●使用推奨期限内の乾電池を使う。

乾電池の発熱・破裂・液もれによる
けがや周囲汚損の原因になります。

禁		止

	ネット刃は強く
押し付けない。
事故やけがの恐れが
あります。

商品の上に乗らない。
事故やけがの恐れがあります。

次のような人は使わない。
・肌の弱い人、敏感な人。
・アレルギー体質の人。

肌を傷つける原因になります。
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故障かな？と思ったら

ΑȻ

品名 レディシェーバー 寸法
高さ159×幅49×奥行き54mm

（キャップ付）

形名 LD320 質量
約110g

（乾電池別/キャップ付）

電源
DC1.5V（LR6） 
単3形アルカリ乾電池1本

付属品 掃除用ブラシ

こんなときは 考えられる原因 こう処置してください

切れ味が悪い。

毛クズがたまっている。
毛クズの掃除をする。

（→P.9）

刃が変形している。
最寄りの販売店に部品を
ご用命ください。

刃が摩耗している。

動かない。

乾電池が入っていない。
乾電池を入れる。

（→P.6）

乾電池の寿命がきた。
新しい乾電池に
交換する。（→P.6）

壊れている。 すぐに使用を中止し、
「お客様ご相談窓口」に
ご相談ください。（→P.4）破損している。
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アフターサービスについて

0120-343-122

0120-106-018
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■乾電池（単3形アルカリ乾電池×1本）の入れかた

⑴電池キャップを回しながら外す。
⑵	本体印刷されている電池表示に合わせ、乾電池を入れる。
⑶	電池キャップを回して取り付ける。
※乾電池の寿命目安は、週2回（1日3分）の使用で約1ヶ月です。
　（使用方法・頻度によって差が出ます。）
※必ず単3形アルカリ乾電池を使う。
	 （他の乾電池を使うと製品本来の性能が満足できない場合があります。）

各部のなまえとはたらき

キャップ
刃の保護のため、使用後は必ず取り付けてください。

フレーム

着脱ボタン
フレームを着脱するときに、両側を押します。

スイッチ（ロックボタン式）
スイッチ中央のロックボタン
を押しながら上下にスライド
させ電源をON/OFFします。

■付属品
掃除用ブラシ

トリマーボタン

内刃

本体
滑り止めのためのラバー

パネルが付いています。

ラバーパネル

バネ

水抜き穴（本体裏側）

①回して
　外す

②電池を入れる

④回す

③合わせる

外刃ユニット

ネット刃

トリマー刃
（ステンレス刃）
トリマーボタンを上に
あげて使います。

キャッチアップ
ラバー
寝ている毛をキャッチ
して肌を伸ばし、根元
からカットしやすくし
ます。

電池キャップ
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ïキャップを外し、スイッチ中央のロック
ボタンを押しながら上へスライドさせ
てスイッチを入れる。
※ロックボタンを押さないとスイッチ
　が入りません。

ðネット刃を肌に当てて、肌にかるく滑ら
せ、毛の流れに逆らうようにゆっくりと
動かす。
（刃面を浮かせないようにする。）
※肌の部位に合わせて肌に当てる力を
変えてください。

　少し力を加えるとヘッドが後ろに動
きます。

使いかた
●はじめてお使いになる方は、かるくなでるように、試しぞりをしてください。
●はじめは、トリマー刃で短くカットし、ネット刃で仕上げます。

■長い毛（5mm以上）の場合

トリマー刃で短くカットする。
①トリマーボタンを上げて

から、スイッチを入れる。
（→上記）

②肌に刃面をか
るく当て、ゆっ
くり動かす。

■短い毛の場合

ネット刃で仕上げる。
①肌にネット刃を当て、刃面全

体で肌をなでるようにかる
く滑らせる。

②色々な方向からそる。長い毛
のそり残しがあれば、毛を起
こすようにゆっくりと逆ぞり
する。

トリマー刃とネット刃を毛の長さによって、使い分ける。

肌に当てる ゆっくり動かす

力の加減でヘッドが後ろに動きます。

ヘッドの背中で
指をはさまな
いよう注意して
ください。

■トリマー刃を使うとき

トリマーボタンを上げてから、
スイッチを入れる。
※ヘッドの背中で指を挟まないように注意してく
　ださい。 
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使いかた

石けんをよく泡
立てて使う。（肌
の滑りもよく、よ
り短くそれます。）

汗や水をよく拭き
取ってから使う。

（肌が湿っている
と、ネット刃の滑り
が悪く、そり残しの
原因になります。）

使う部位に合わせて動かす。
※皮膚のたるんでいる部分（肘・膝の内側など）では、お肌を引っ張り、伸ばしなが

らそると、より短くそれます。

ワキ
皮膚が伸びる
ように腕を上
げ、本体を持
ちかえながら、
色々な方向へ。

脚
足首から膝へ。

腕
毛流れの向き
に逆らって。

ビキニライン
皮膚を片手で
引っ張って、そり
たい部分の毛を
起こすように。

アドバイス

石けんぞりをする場合

体の各部位への使いかた

石けんぞりをしない場合

ご 注 意
●	使用前に、必ずネット刃やトリマー刃

に変形・破損がないか確認する。肌を
傷つける原因になります。

●	刃を肌に強く押し付けない。けがや
	 そり残しの原因になります。

●	シェービングクリーム・栄養クリーム・
乳液は使わない。

●	長く伸びたムダ毛をそるときに石けん
を付けると、毛が肌に密着してそりに
くくなる場合があります。

ñ使用後は、スイッチを切り、キャップを取り付け、湿気の少ない
所で保管する。（長期間使わないときは、乾電池を外す。）
強い痛みを感じたら、使用を一時おやめください。
石けんぞりをした場合、必ずお手入れしてから（→P9）保管する。
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①本体両側の着脱ボタンを
押しながら、フレームを

	 まっすぐ上に外す。

②内刃をまっすぐ上に外し、
毛クズを掃除用ブラシで
取り除く。

③毛くずを取り除いた後、内
刃の向きを合わせて取り
付けてください。

※内刃を取り扱う際、内刃に触れてケ
ガをしないよう注意してください。

①�フレーム、内刃を外し、水またはぬるま
湯で洗う。（スイッチを切って行う。）

　※熱湯の使用はさけてください。（45℃以下）

②本体裏の水抜き穴から水が出なくなる
まで水滴を拭き取り、部品を元通りに取
り付けてキャップをせずに乾燥させる。

	（乾燥後は、必ずキャップを付ける。）

※	そり味を保つために、水洗い掃除後は、良質のミ
シン油をネット刃・トリマー刃全体にうすく塗
る。（特に、石けんぞりをした後は、毎回塗る。）

お手入れのしかた
スイッチを切ってからお手入れする。

ご 注 意
●	アルコール・ベンジン・除光液などで

拭かない。
●	石けんぞりをした後は、必ず水洗い掃

除をする。

●	水洗い掃除をするときは、水滴が本体
の中に残らないように注意する。

●	中の内刃をなくさないように注意する。
●	内刃下のバネをなくさないように注意する。

乾いたやわらかい布で汚れを拭き取る。

■汚れが落ちにくいとき

「石ケン水」または「水で薄めた中性洗剤」
に浸したやわらかい布をよく絞って拭き
取る。

本体・キャップ

ブラシ掃除 水洗い掃除


